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１．研究の背景と目的　
起源は不明だが、文字の濃淡（字面）を利用して描画す

る手法は以前からあった。また、その性質を応用して、タ
イポグラフィ・デザインなどを学びながら、文字の構成作
品をつくるような授業課題もある［註１］。画数等によって
濃淡の違いが出る文字の造形性にふれ（シンプルだが奥が
深く）そこから多くのことを学ぶこともできる。しかしな
がら、そのような文字による構成は以前からずっと単色に
限られていた。本研究は、その表現をはじめて単色からカ
ラーへ表現を拡張することを目指し、さらによりデザイン
の学習テーマとして適するように造形性を際立たせる実証
もおこなった。

２．制作の方法　
制作の大まかな過程は、図１の通りである。簡単に言え

ば、プロセスカラー印刷の原理と同じであり、ハーフトー
ンスクリーンの網点濃度を文字の濃淡に置き換えているこ
とになる。

使用している文字は図２の通りで、ＣＭＹＫそれぞれの
濃淡をすべて全角文字の英数字・ハングル・カタカナ・
漢字という４種の言語を用いている。言語を変えた理由
は、もともと言語ごと違う字体の特徴（字面）を活かすた
めである。字面が違うため、図３のようにどのような文字
同士を掛け合わせても筆跡が重複する可能性は少ない。こ
れは、商業印刷等で網点の角度を変えるハーフトーンスク
リーン（スクリーン角度の調整）とも似ている。

３．結論　
以上のような基本原理を応用すれば、原画をもとにして

どのようなものでも表現できる。実際の見栄えについて
は文字の間隔やカラーマネージメントなど調整すべきこと
は多々あるが、本研究を通してカラー表現ができることは
実証された。また、カラー化によって、より字面（文字の
造形性）を意識したり、カラー印刷の原理と照らし合わせ
るなど学習テーマとして大いに活用できる可能性も示すこ
とができた。デザインの学習テーマとしての検証について
は、別の機会で実際に行いたい。 図 1　制作の大まかな過程

図２　構成に用いる文字の一覧 図３　掛け合わせパターン（例）
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